
実際の盲導犬を見ながら、訓練方法や
正しい接し方を学びます！こども盲導犬教室こども盲導犬教室

尾西庁舎6階　大ホール(東五城字備前12)会　　場
市内の小学5・6年生で盲導犬に関心のある児童

12月26日(月)　午後2時～3時30分日　　時

対　　象
120名(応募多数の場合は抽選)定　　員
無料受 講 料
期間：10月3日(月)～10月31日(月)
下記URLまたは右記二次元コードから申込みフォームで
ご応募ください。
https://forms.gle/zWPvNnaqJjz2FGHS9【問合せ】本部　℡85-7024

申 込 み

講座受講者募集！

　今回の相談で「地域」と「学校」の新しいつながりが生まれたことを、本会としても嬉しく思
います。今後も新しいつながり作りや様々な活動のお手伝いができるよう取り組んでいきます。
相談したいことがありましたらお気軽にご連絡ください！【問合せ】本部　℡85-7024

　新年度が近づく3月、一宮商業高等学校地域貢献部の部長さんから「新入生も参加して、地域のボ
ランティアさんと緑化活動をしてみたい」とのお電話をいただきました。
　高校生が本会に直接連絡する、緊張の第一歩だったと思います。その勇気が、地域との新しい交流
を生むきっかけになりました。

地域でいっしょにボランティア！

　今回お話に共感し、地域貢献部の皆さんと一緒に活動してくださったのは、本会でボラン
ティア登録をされている「神山を良くする会」の皆さんです。例年、稲荷公園での花植えは5
月～6月の平日朝に行っていましたが、学校生活に支障が無いよう日曜日の朝で調整し、土起
こしを5月22日、花植えを5月29日に行いました。

　高校生の活力ある働きぶりに、神山を良くする会の皆さんから「土起こしは力仕事なので、元
気な生徒さんが来てくれて助かった」という喜びの声が聞かれました。地域貢献部の顧問の先生
からも「ボランティアを通じて地域の方と交流ができて、有意義な活動になった」「このつなが
りを今後も継続していきたい」と、これからについても前向きなお話をいただけました。

緊張の初顔合わせ！
顧問の先生も同席さ
れました。

2日間の作業後、記念撮影！
稲荷公園の花壇が華やかになり、
近くを通るとつい見たくなります！

残っている球根などを
掘り出し、整地します。
結構重労働！

災害に強いまち一宮をめざして
災害ボランティアセンター運営に協力いただける方を養成しています

 ・防災ボランティアコーディネーター養成講座
　災害ボランティアセンターで、被災者のニーズと駆け
付けたボランティアを結ぶ役割の方(コーディネーター)
を養成しています。
　災害に関する一般的な知識なども身に付けて、防災力
を高めます。令和4年度は7月30、31日に開催し、20
名の方が修了されました。これまでの修了者にも、いざ
というときには協力を依頼します。

避難が難しい高齢の方、障害のある方などを見守る仕組みを支援しています

　市が整備している「災害時たすけあい隊(災害時要援護者支援制度)」に登録されている方の
見守りや、登録が必要と思われる方の掘り起こしなどの活動を支援しています。社会福祉協議
会の支会が主体となり、登録者宅を訪問し、登録情報を最新のものに更新しています。

市総合防災訓練に参加しています

　毎年8月最終日曜日に開催される一宮市総合防災訓練
に参加しています。
　訓練中は、一宮防災ボランティアネットワークと共同
で災害ボランティアセンター設置・運営演習を行い、マ
ニュアルの見直しを行うなどの対応をしています。

災害からの復旧・復興のためにはボランティアの活躍が欠かせませ
んが、コロナ禍となった現在では、広域でのボランティア募集が難
しい状況にあります。地元ボランティアの活躍が日常を取り戻すた
めの大きな力となります。有事の際は災害ボランティアセンターへ
のご協力をお願いします。

災害ボランティアセンター運営に関する協定を結んでいます

 ・一宮市
　災害ボランティアセンター運営にかかる費用負担や設置場所の調整などを約束しています。
 ・公益社団法人一宮青年会議所
　平時から情報交換を行い、災害に備えます。災害時には、青年会議所の全国ネットワークを
活かして、ボランティアを募っていただいたり、活動用資機材の提供を受けられます。
その他にも災害ボランティアセンターへご支援、ご協力いただける企業・法人・団体を募集し
ています。
　ご支援のお申し出は本会までお願いします。
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